県民文化の振興に係る行催事の後援等の承認に関する要領
（趣　旨）

第１条　この要領は、県民文化の振興又は啓発を図るため、沖縄県文化協会の会員、他の公共団体、設立目的及び活動状況が公益的であると認められる団体並びに文化関係団体（以下「文化関係団体等」という。）が主催して行う文化関係の行催事に対して、沖縄県文化協会が後援、共催又は協賛（以下「後援等」という。）を行う場合の承認基準、手続等を定めるものとする。

（後援等承認の基準）
第２条　会長は、文化関係団体等が主催する文化関係の行催事について、当該団体等から
後援等の承認申請があった場合には、次の各号のすべてについて該当する場合に限り、
後援等の承認を行うものとする。
（1）県民文化の振興又は啓発に寄与すると認められるもの。
（2）政治活動、宗教活動等に関わりがないと認められるもの。
（3）県民一般を対象とするもの又は本県の文化を県外に紹介するもの。
（4）営利を目的としないもの。
（5）執行体制、資金等の面で行催事の遂行が十分に見込めるもの。

（承認申請の手続き）
第３条　後援等の申請をしようとする者は、次の事項を記載した承認申請書（任意の様式）
を行催事開催日の14日前までに会長に提出するものとする。
（1）行催事の名称
（2）趣旨及び目的（内容、規模、範囲等）
（3）日程

（4）実施場所

（5）主催者、他の共催者、後援者等
（6）その他参考事項等（予算書、申請団体の概要、活動実績等）
（承認の審査及び決定）
第４条　会長は、前条の規定による申請があった場合は、第２条の承認基準に基づいて審査し、承認すべきものと認めたときは、当該申請者に対して後援等名義使用承認書を交付するものとする。

（後援等名義使用の取消し）
第５条　会長は、前条に定める承認の決定の後においても承認基準に反すると疑うに足りる事由がある場合は、後援等の名義の使用を取り消すことができる。

（実施後における結果報告）
第６条　後援等名義の使用承認を受けた者は、行催事の終了後、速やかに実施報告書に関係資料を添付の上、会長に提出しなければならない。

（雑　則）

第７条　この要領により処理することが適切でないと認められるものについては、別途検討し決定するものとする。

附　則
　この要領は、平成２９年１0月1日から施行する。

